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 セリシン除去後、抽出剤を用いた silk fibroin solvent 1 の精製は 2種類の方法で行ったので、以
下に②中に A と B とで記す。 
① セリシンの除去（脱ガム処理） 





液と新たに作製した solvent 1 を入れ替え先ほど溶液に浸していたシルクを入れ、更に 1.5時
間沸騰させる。得られた生成物を徹底的に純水で洗い、その後、約 60℃で 12 時間程度乾燥
させる。 
② 抽出剤を用いて抽出 





10℃の純水に対して 3日間行う。透析を行う際、純水は 12時間ごとに入れ替えを行う。 
B) A と同様に、セリシンの除去によって取り出したシルクフィブロイン 5g に対して 50ml
のエタノールと塩化カルシウムと純水の混合物（EtOH-CaCl2）を加え、80℃で 2時間、
湯浴する。時間がたつと溶液の粘性が高くなり均一に温まりにくくなるため、1時間おき




撹拌しながら丸 1日透析を行う。この際、初めの 2時間のみ 1時間おきに純水を取り換
える。 
ここでできたものを silk fibroin solvent 1 とする。シルクフィブロインが 10w/v で 50mL の溶
液になるようにする。 
③ silk fibroin solvent1 を、鋳型を用いて乾燥させる 
直径 1cm、深さ 1cm 程の穴があいたポリジメチルシロキサン（PDMS）でできた鋳型に silk 
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放置した前と後の様子を比較する。水溶性については、室温に放置した場合と人肌程度の温
度下に放置した場合の両方を調べる。 
⑤ 更に silk fibroin solvent 1を加え乾燥させ、分析を行う 
④で乾燥させたものを鋳型に残したまま、その上から更に silk fibroin solvent 1 を注ぎ、60℃
で一晩乾燥させる。乾燥させたものの様子を再び観察し、厚さを測る。④とどう変わったの
か比較する。 
⑥ silk fibroin solvent1 の濃度を上げる 
silk fibroin solvent1 に対して脱水作業を行う。透析膜に入れた silk fibroin solvent1 を高水性樹
脂であるポリアクリル酸ナトリウムで包んで、冷所で 1日放置した。 
⑦ 更に、乾燥させ、分析を行う 
濃度が上昇した silk fibroin solvent1 を用いて③、④の作業をもう一度行う。 
⑧ 糸状のシルクの周りを silk fibroin solvent1で覆う 




① 脱ガムに成功した。脱ガムに成功していなければ②の工程で EtOH-CaCl2にうまく溶けない。 
② 作製した silk fibroin solvent1 は白く濁った溶液であり、水と
比べると粘性が高いのが見て取れた。A で作製した silk 
fibroin solvent1に含まれるシルクフィブロインの割合は 3％









さは、人間の髪の毛の太さよりもほんの少し厚いくらいであった。silk fibroin solvent1 に含ま
れるシルクフィブロインの量が少な
いために薄くなってしまったと考え、

















⑥ silk fibroin solvent1 内のシルクフィブロインは 3%から 5%まで上昇した。3%の silk fibroin 
solvent1よりもより粘性が強く、短い時間でシルクフィブロインが沈殿した。 
⑦ 厚みは増したが、微々たる変化であった。濃度の上昇率が低いからと考えた。 



















たは乾燥時間を短くする）、silk fibroin solvent1 を注いだ際の空気抜きを行って乾燥させたり、何
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